
垂
水
市
立
図
書
館
に
は
、
毎

月
約
１
０
０
冊
の
新
刊
が

納
入
さ
れ
て
い
て
、
広
報
誌
で
も

毎
月
「
図
書
館
へ
よ
う
こ
そ
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ご
紹
介
し
て
い
る
「
本
」
は
、
図

書
館
ス
タ
ッ
フ
が
毎
月
、
季
節
や

流
行
を
考
え
、
文
芸
作
品
だ
け
で

な
く
、
医
療
関
係
や
児
童
書
等
も

選
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
」
好
き

ス
タ
ッ
フ
の
お

す
す
め
新
刊
を

こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
読
ん
で
み

て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

垂
水
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

事
業
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
お

う
ち
時
間
を
充
実
し
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
の
小
・
中
学
生
全
員
に

「
本
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
垂
水

の
子
ど
も
た
ち
応
援
ブ
ッ
ク
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
に
は
、
柊
原
小
学
校

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
全
校
児
童

25
人
に
自
分
た
ち
の
選
ん
だ
「
本
」

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
贈
ら
れ
た
「
本
」
は
、
子

ど
も
た
ち
の
年
代
ご
と
に
作
成
さ

れ
た
30
作
品
の
リ
ス
ト
か
ら
自
分

が
好
き
な
も
の
を
３
冊
選
び
、
そ

の
中
か
ら
１
冊
が
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
今
回
の
事
業
で
、
市
内
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
合
計

８
４
３
冊
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
贈
呈
式
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

参
加
者
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
新
し
い
本

を
手
に
取
っ
た
こ
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

垂水の子どもたち
応援ブック事業

図
書
館
ス
タ
ッ
フ

お
す
す
め
の
新
刊
紹
介

N
ew

 book recom
m

ended by Library staff

『高校の勉強のトリセツ』
著／船登 惟希

『掟上今日子の設計図』
著／西尾 維新

『伝説の家政婦志麻さんが
  うちに来た！』　　著／タサン志麻

「高校の勉強は中学の 10 倍大変」、「高校で

の偏差値は中学での偏差値のマイナス 10」

など、多くの高校生が知らずに苦しむ高校

の勉強の常識をわかりやすく解説。

「學藝員 9010」と称する人物が爆破予告動

画を投稿。火薬探知犬と盲導犬を左右に司

る爆弾処理班の扉井あざなが捜査を進める

中、忘却探偵・掟上今日子も参戦するが…

子どものいる６軒のお宅を訪ね、リクエス

トにこたえ、３時間で 10 品以上の料理を

作った。忙しい家族の食卓を幸せにする、

フランス家庭料理のエッセンスを伝える。

『
老
け
な
い
、
寝
込
ま
な
い
、

太
ら
な
い
、
野
菜
は
く
す
り
』

監
／
村
田 

裕
子

『
服
を
１
着
買
っ
た
ら
、

２
着
捨
て
な
さ
い
』

著
／
飯
田 

久
恵

『
逃
げ
る
な
新
人
外
科
医
』

著
／
中
村 

祐
次
郎

『
１
０
３
歳
の
ス
ー
パ
ー

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
箱
石
シ
ツ
イ

さ
ん
健
康
長
寿
の
ヒ
ケ
ツ
』

著
／
高
橋 

洋
樹

『
ペ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

Ｑ
＆
Ａ
』

著
／
渋
谷 

寛

『
睡
眠
専
門
医
が
考
案
し
た

い
び
き
を
自
分
で
治
す
方
法
』

著
／
白
濱 

龍
太
郎

『
調
べ
る
学
習

子
ど
も
年
鑑
２
０
２
０
』

監
／
朝
日
小
学
生
新
聞

『
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
と

あ
く
ま
の
も
り
』

作
・
絵
／
黒
川 

み
つ
ひ
ろ

柊原小学校（６年）

瀬戸口 美輝 さん

「人の心理に興味があって、人の心
が読めたらかっこいいと思って、こ
の本を選びました。本を読んで学び、
自分の生活に役立てたいです」

柊原小学校（５年）

前田 陽菜 さん

「表紙の絵がきれいで、題名が面白
そうだったのでこの本を選びまし
た。これを機会にたくさん読みたい
と思います」

▪選んだ本

『ほんとうのことをいってもいいの？』
著／パトリシア・C・マキサック

▪選んだ本

『月の光を飲んだ少女』
著／ケリー・バーンヒル

Support book project
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